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表１　コース毎の内訳
項目NO.
卒業後の進路について教えてください。１
あなたは「マナーとホスピタリティⅠ」（春学期）、「マナーとホスピタリティⅡ」（秋学期）を履
修しましたか？
※単位修得の有無や評価、履修年度に関わらずお答えください。
２
上記回答の理由にあてはまるものを1つ選んでください。
※あてはまる選択肢がない場合は、「その他」を選んでご記入ください。２－１
「マナホス４」で学んだことの中で、印象深い項目を選んでください。
※複数回答可３
あなたは現在、「マナホス」を履修してよかったと思いますか？４
表２　質問内容
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３．結果と考察
３ １　未履修者と科目の意義
　本科目は選択必修科目であるが、「マナーとホスピタリティを履修していること」がインター
ンシップ・プログラムへの参加条件として明示されていることもあり、全学的に履修を促してい
る。そのような状況の中でも今回、242名の回答の内、２名が「履修していない」と回答してい
る。未履修の理由として「全く興味がなかったから」と「興味はあったが、実習が苦手だから」
の２つの選択肢を用意していた。２名の内１名は「全く興味がなかったから」、もう１名は「興
味はあったが、実習が苦手だから」と回答している。授業を受講してもらえなければ、本科目の
魅力や効果を得てもらうことができず、キャリア意識を醸成することは難しい。それは非常に残
念なことである。特に、「実習が苦手」な学生はコミュニケーションに不安を抱えている場合が
多く、受講者の中にも年々増えてきているように感じる。今後の実習の在り方については、時代
の潮流からも万人が参加可能な新たな方策を検討する必要があると感じている。そして、「実習
が苦手」と感じている学生にこそ本科目の学びの中から「人と人との触れ合い」に意義を見出し
て欲しい。本科目を修得した学生には、目まぐるしい社会情勢の変化が訪れる現代で、どのよう
な状況下においても新たな気づきや発見を通して人格やキャリア意識を育み、自分らしさを発揮
できるようになって欲しいと願っている。 
.
あなたは、後輩に「マナホス」をすすめますか？５
「マナホス」を学んで、あなたの「心」に良い変化があったと思いますか？６
「マナホス」を学んで、身だしなみや立ち居振る舞いに良い変化があったと思いますか？７
「マナホスクラスルール」を意識して短大生活を送りましたか？８
「マナホスクラスルール」は、短大生活を皆が快適に過ごすために必要だと思いますか？９
「マナホス」で学んだことは、具体的にどのような場面で役に立ちましたか？　※複数回答可10
あなたは現在、自分のことを「心の美人」だと思いますか？11
あなたは現在、自分のことを「マナー美人」だと思いますか？12
あなたの卒業後の進路に、「マナホス」の学びは生かせると思いますか？13
卒業後、「マナホス」の学びを深めたり、学び直したりする機会があったら参加したいと思いま
すか？14
最後に、「マナホス」へのご意見、ご感想等、メッセージをお願いします！15
女子短期大学における「マナー・ホスピタリティ遺」教育とキャリア意識の醸成
３ ２　印象深い学び
　通常春学期15回、秋学期15回の合計30回の授業である。基本的には春学期と秋学期の内容は連
動しており、春学期にベースを培い、秋学期はそれを更に発展させている５。
　質問３では、「履修していない」を除く、「ホスピタリティマインド」「ホスピタリティマネ
ジメント」「日本のホスピタリティ文化」「立ち居振る舞い」「身だしなみ」「ビジネスマナー」
「食事のマナー」「和室でのマナー」「企業訪問」「コミュニケーション」「敬語・話し方」「電話
応対」「対話力」「手紙・はがき」「ビジネス文書」のテキストの内容に準じた15の回答を用意し
た。複数回答可としているため単純な順位ではないものの、印象深い学びとして、「身だしな
み」「立ち居振る舞い」「ビジネスマナー」が上位回答にあがった。この３つの学びが印象深い項
目として選ばれることは、ある程度予測していたところであるが、注目したいのは、４番目に
「ホスピタリティマインド」が選ばれていることである。本科目の学びの特徴として、「心」に
重きを置いた授業展開を行っており、「相手を思いやる気持ちや精神を相手に届ける」ことので
きる「心の美人」「マナー美人」を目指している。とかく「マナー」という言葉の印象から、知
識やスキルだけを身につけていると思われがちだが、受講後１年が経過した卒業前の学生の中に
「ホスピタリティマインド」が印象深い学びとして残っていることは大変喜ばしく、本科目の学
びの意義が就職活動等の社会との関わりを経験する中で深化していると判断して良いのではない
だろうか。
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図１　質問３の回答
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３ ３　授業満足度
　質問４、質問５、質問13の結果を昨年度の結果と比較しながらみていく。質問４は〈あなたは
現在、「マナホス」を履修してよかったと思いますか？〉という最も核心的な問いである。「は
い」91.7％名、「どちらともいえない」7.5％、「いいえ」0.8％であった。昨年度は「はい」が
92％であったので大きな変化は見られない。今年度も多くの学生が２年次になっても満足して
いることがわかる。質問５の〈あなたは、後輩に「マナホス」をすすめますか？〉も満足度をは
かることのできる問いと言える。「はい」86.4％、「どちらともいえない」11.2％、「いいえ」
2.5％であった。昨年度は「はい」が87％であったので、概ね同様の結果であった。また、質問
13の〈あなたの卒業後の進路に、「マナホス」の学びは生かせると思いますか？〉では、「は
い」91.4％、「どちらともいえない」8.2％、「いいえ」0.4％であった。こちらの問いについて
も昨年度の「はい」90.7％とほぼ変わらない結果が得られた。これら３つの問いに対する回答結
果からは、受講後１年経っても授業についての満足度が非常に高いことが分かる。卒業を目前に
した状況を鑑みれば、在学中はもとより卒業後のキャリアや社会生活に役立てることができると
認識したうえで、具体的に自身の進路にどのように生かしてくかまでイメージできていると想像
することができる。
　一方で少数ではあるが、昨年度に引き続きいずれの問いにも「どちらともいえない」学生が一
定数存在している。まずはこの層の学生の意欲を引き上げることが肝心であると考える。本科目
の学びは、気づきや経験を通して行為として発揮されることで理解が深まっていくものである。
「どちらともいえない」学生については、そうした「腑に落ちる」場面が少なかったのかもしれ
ない。言い換えると、就職活動等の自身の進路選択に消極的な学生であった可能性がある。そう
した学生には早い段階から「腑に落ちる」体験の機会を作り、自身のキャリアに前向きになれる
ようなサポートや授業内容を検討していかなければならない。
３ ４　自己理解における価値観の変化
　質問６、質問８および質問９を昨年度の結果と比較しながらみていく。質問６は、〈「マナホ
ス」を学んで、あなたの「心」に良い変化があったと思いますか？〉という「心」の変化を問う
ものである。「ホスピタリティマインドを発信できる人」になることが、本科目の学びの根幹に
ある。自分らしく、自ら率先して、いつでも、どこでも、誰にでも、何にでも、ホスピタリティ
マインドを発信できる「心の美人」「マナー美人」を目指すことを教育目標に掲げている。「は
い」81.5％、「どちらともいえない」17.7％、「いいえ」0.4％であった。昨年度は、「はい」が
.
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80.2％であったので、わずかな上昇がみられた。質問８および質問９は、本科目の行動指針とも
いえる「マナホスクラスルール」についての問いである。クラスルールには、本科目の学びを授
業内だけでなく短大生活の中で発揮することで、実感しながら充実した日々を送るという目的が
ある。キャリア意識を育むうえでも、単なる職業意識だけでなく生涯にわたるライフスタイルの
プロセスとして捉えたときに、こうした些細な生活での心掛けが他者を慮れる人柄や人格形成に
関わってくる。質問８の〈「マナホスクラスルール」を意識して短大生活を送りましたか？〉で
は、「はい」67.9％、「どちらともいえない」27.2％、「いいえ」4.5％、昨年度は、「はい」が
64％であったので、3.9ptの上昇がみられた。授業内では、クラスルール動画を制作して春学期
初回授業時、秋学期初回授業時、年度の最終授業時の計３回視聴する機会を設けている６。そし
てここ３年は、毎年クラスルール動画を一新している。その年の受講者が参加した動画を翌年の
新入生に先輩からのメッセージとして贈るという取り組みを行っている。動画には流行に合わせ
た音楽を使用し、身近にいる２年生の先輩が出演していることで、自然に受け入れられるように
工夫している。撮影に協力している受講者にも後輩に背中を見せる責任感が生まれ、２年次の短
大生活に好影響をもたらす効果があると期待している。67.9％という数字はまだまだ高い数値と
はいえないものの、こうした工夫によって、クラスルールを「面倒な決まりごと」と感じること
なく意識できるようになってきているのではないだろうか。質問９は、〈「マナホスクラスルー
ル」は、短大生活を皆が快適に過ごすために必要だと思いますか？〉という問いである。「は
い」82.2％、「どちらともいえない」16.2％、「いいえ」1.2％であった。昨年度は、「はい」が
77％であったので、5.2ptの上昇がみられた。受講時よりも受講後１年が経過した学生にこそ、
日増しにクラスルールの大切さが理解できるようになっていて欲しいという思いがあるため、大
変嬉しい結果である。しかしながら、昨年度同様に「どちらともいえない」学生からは、クラス
ルールの重要性を理解してはいるものの、自身の短大生活には結びついていないことがうかがえ
る。やはりここでも「腑に落ちる」体験の機会を多く作っていくことがまだ学生だという甘えか
ら抜け出し、キャリア意識を育むきっかけになると考える。
３ ５　キャリア意識とリカレント教育
　質問14は、〈卒業後、「マナホス」の学びを深めたり、学び直したりする機会があったら参加
したいと思いますか？〉というリカレント教育への興味を問うものである。「はい」58.4％、
「どちらともいえない」37％、「いいえ」4.5％であった。昨年度「はい」が52.8％であったので、
6.4pt上昇した。半数を超える学生がリカレント教育に積極的な姿勢を見せている。「人生100年
.
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時代」と言われ、生涯学習がうたわれている現代社会においてリカレント教育のニーズは今後
徐々に増えていくことが予想される。政府が掲げる「働き方改革」や「人づくり革命」の動き７
からも「学びの場所」の在り方は変化していくことになるだろう。本科目の学びも新たな学びを
求めて戻ってくる学生への提供はもとより、多様で柔軟な働き方が認められる社会における生涯
学習の場を見据えて発展させていく必要があると感じる。今後本学付属の「埼玉女子短期大学マ
ナー・ホスピタリティ研究所」と連携しながら検討していきたい。
３ ６　学生の声
　質問15では、卒業前の学生からのメッセージが192件寄せられた。率直な学生の声からは、職
業意識だけにとどまらず、自身の価値観や生き方という広義のキャリア意識に変化がみられる。
なにより人としての成長を実感し、自信に満ちた学生の様子をみることができ、非常に誇らしく
感じる。特に気持ちの込められたメッセージを原文のまま紹介したいと思う。
入学前は全く知らなかった言葉遣いと立ち居振る舞いを学ぶことができ、就職活動
にもアルバイトにも自信を持って取り組むことができました。また、入学当初は行
き届いていなかったところまで目を向け、困っている人に声をかけたり電車で席を
譲ったり当たり前のことが当たり前にできるようにもなりました。今の私は自信を
持って心の美人、マナーの美人と言えます！埼女を選んで本当に良かったです。２
年間ありがとうございました！
マナホスの授業は、就活で大いに役に立ちました。他の大学と大きな差を身をもっ
て感じました。言葉の使い方、身だしなみ、マナー、礼儀作法において美しい立ち
振る舞いを埼女でしっかり学んだからこそ他の大学と圧倒的な美しさの差を生み出
せたのだと思います。そして何より、埼玉女子短期大学に入学してよかった、１年
のブランクがありましたが、がんばってお金を貯め復学をすることができてよかっ
たと改めて感じます。お世話になりました。
今の世界、誰が何を考えているか分からないけど、マナホスの授業はそんな世界を
気にもせず真っ直ぐに人を信じ接客していくんだということを学んだような気がし
ます。
マナホスの授業は私の人生を変えてくれたと言ってもいいほどのものです。私が夢
を見つけられたのも、それをどんなことが起きても諦めたくないと思わせてくれた
ものです。
新たな知識を蓄えられ、心が潤い、思考が変わる授業で自分の成長へと繋がりまし
.
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た。
マナホスを学べたことで、自分の中で変わったことが驚くほどあります。学んだ事
はこの先社会人になるにあたって役立つものだと確信しているので、一年間学んだ
事を改めて振り返りながら、責任をもって人生を送っていきたいと思います。あり
がとうございました。
　マイナスな要素のあるメッセージは以下の５件であった。内３件はマナホス教育が響いていな
い様子があるものの、「もう忘れてしまった」学生だけが質問４に「どちらともいえない」と回
答しており、その他は「はい」と回答していた。学んでよかったという思いはある中でのコメン
トのようだ。そして、質問４で「いいえ」と回答した１名については、メッセージは未記入で
あった。スーツ着用についての意見は昨年３件あがっていたが今回は１件のみであった。
もう忘れてしまった
大変でした
疲れた
面倒な日もあったけど、勉強になりました。ありがとうございました！
週一でスーツは大変だったけど、そのおかげでスーツに慣れました
　今回注目しておきたいのが、以下のメッセージである。これまでにない初めての意見であるた
め、比較として「女性」というワードを使用したメッセージと併せてみておきたい。ダイバーシ
ティという考え方が今後さらに当たり前になっていく世の中で、本科目のマナーの概念について
も検討していかなければならないと感じた。女子短大とはいえ、こうした性的マイノリティの学
生がいることを蔑ろにしてはいけないが、「女性らしさ」や「女性ならでは」に一定の評価があ
ることも踏まえて考えていかなくてはならない。
タメになることがとてもあって良かった！でもこれから時代が変わるからどうなん
だろう…私はいわゆる女らしさがダメだと短大で気付いたので、マナーを学ぶのが
少し辛かった。スーツやパンプスがとても嫌だった。
女性としての立ち振る舞いを意識するようになったので良かったです。
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女性ならではのマナーを学ぶことができ、卒業後の仕事に生かせると思うので履修
して良かったです。
日本に住む女性にとって必要なマナーや知識を得ることが出来たため、マナホスを
受けて非常によかったと思います。
４．まとめ
　今回２回目となる卒業前アンケートを実施し、その結果を１回目と比較することができた。第
１回アンケートと同様に、マナホス教育が２年間という短い短大生活において多くの学生に好影
響を及ぼし、１年次の学びが、色褪せることなく卒業前の学生のキャリア意識に繋がっているこ
とがわかった。また、記述式の回答からは、選択式項目だけは推しはかることのできない学生の
思いや、職業意識にとどまらないライフスタイルのプロセスとしての広義のキャリア意識の成長
をみることができた。以下は、本科目の参考文献（清水均2013）の中で紹介している言葉であ
る。
心が変われば　　態度が変わる　　　　　　　　態度が変われば　行動が変わる
行動が変われば　習慣が変わる　　　　　　　　習慣が変われば　人格が変わる
人格が変われば　運命が変わる　　　　　　　　運命が変われば　人生が変わる
　本科目に興味や憧れ、期待を抱いて入学してきた学生は、「相手を思いやる気持ちや精神を相
手に届ける」ことのできる「心の美人」「マナー美人」を目指して学び、受講後は社会との関り
の中で学びを発揮していく。そして、卒業後は社会生活を営みながらホスピタリティマインドや
マナーの知識やスキルに磨きをかけていく。「SAIJOのマナホス」はこの先も一生涯を通して
深化していくものである。アンケート実施時点では学びが響いていなかった学生にも「腑に落ち
る」瞬間が訪れ、人生に影響を及ぼす日がくるかもしれない。１人でも多くの学生の「心」の変
化が豊かな人生に繋がっていくことを願っている。
　教育の充実と科目のブランド化を目指していくうえで、学生の期待や信頼に応える中身のとも
なった学びであるか、そして、短大生活を通して学びが深化しているかを確認することは非常に
重要なことである。また、キャリア短大として、キャリア科目の一端を担う本科目の学びがキャ
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リア意識の醸成に繋がっているかを見定めていくことも大事な責務であると感じている。科目設
立15年目の節目に向けて、今後も卒業前アンケートは継続し、データとしても積み重ねていきた
い。そして、今後は出張授業やオープンキャンパス等の入学前の取り組みに始まり、卒業後のリ
カレント教育に至るまで、「マナー・ホスピタリティ」教育が広く関わっていけるよう内容の充
実と展開をはかっていく必要があると感じている。
注
１．マナー・ホスピタリティ　登録商標第6119310号
２．埼玉女子短期大学に研究所を置く。足立雍子所長は、科目開設当初より「マナー・ホスピタリ
ティ」教育に携わっている。
３．本学志望理由書より
４．マナホス　登録商標第6119311号
５．［研究ノート］女子短期大学における「マナー・ホスピタリティ遺」教育とキャリア意識の醸成－
卒業前アンケート調査2018より－（単著）埼玉女子短期大学研究紀要，第40号，pp.141-149，第２
章の記載内容と同様である。
６．春学期初回授業時と秋学期初回授業時の２回は先輩からのメッセージ動画、年度の最終授業時に
は翌年の新入生のために新たに当該年度受講生が制作した動画を視聴している。
７．経済産業省　「産業人材」https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/index.html
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